
伊丹市教育情報インフラ再構築事業のプロポーザルに係る審査基準及び配点について

配点×提案事業者中の最低見積価格÷見積価格 50点

配点×提案事業者中の最低見積価格÷見積価格 150点

運用保守／ヘルプデスク業務を実施するにあたり、事業所は本市に問題なくアクセスできる場所にある
か。

・ゼロトラストセキュリティ環境構築の実績は、本市でも有効と考えられるか。
・MS365のA3A5を軸に文部科学省推奨のセキュリティ要件を満たすシステムを構築したことがあるか。
・一定数以上の端末を運用するゼロトラストセキュリティ環境を構築したことがあるか。

一定以上の規模の自治体でGIGA運用支援センターまたは教育環境の総合ヘルプデスクを運用したことがあ
るか。

教育情報インフラ再構築業務を担う業務責任者、プロジェクトマネージャー、主担当が十分な経験と資格
を有しているか。

教育総合ヘルプデスク業務を担う主担当が十分な経験と資格を有しているか。

必要な情報セキュリティマネジメントシステム等を取得しているか。

機能
要件

「要件チェックシート」による加点要素 350点

600点

本市の課題を的確にとらえ、その解決に向けた方針となっているか。 60点

プロジェクト管理・実施体制について、役割分担やメンバー人数等が適正か。 24点

・スケジュールが各システムを安心・安全に移行できるものになっているか。
・担当職員及び現場の教職員への負担軽減を考慮したものとなっている。

24点

事業者と本市との役割分担について、明確かつ本市に負担の少ない提案となっているか。 24点

教育クラウド基盤導入の提案について、有用かつ実現可能か、有用な独自の提案があるか。 72点

ゼロトラストセキュリティ環境構築の提案について、セキュリティ機能は有用かつ実現可能か、有用な独
自の提案があるか。

72点

Ｍ３６５環境構築の提案について、有用かつ実現可能か、有用な独自の提案があるか。 90点

教育総合ヘルプデスクの提案について、有用かつ実現可能か、有用な独自の提案があるか。 90点

特筆すべき有用な独自の追加提案があるか。 54点

・運用保守について現場の立場を踏まえた提案となっているか。
・将来的に現場の要望に応じて柔軟に運用改善が可能か。

60点

本事業への積極性や熱意等を感じる提案ができているか、また国・県の動向や民間企業のデジタル化の潮
流等を踏まえた将来性に期待ができる提案となっているかを評価する。

30点

600点

1200点

会社
体制

分類 評価項目 評価内容 配点

事業所の所在地

50点

ゼロトラストセキュリティ環境構築の実績

GIGA運用支援センターまたは教育環境の総合
ヘルプデスクの運用の実績

（教育情報インフラ再構築業務）
担当者業務実績及び資格取得状況
・業務責任者
・プロジェクトマネージャー
・主担当

（教育総合ヘルプデスク業務）
担当者業務実績及び資格取得状況調書
・主担当

情報セキュリティマネジメントシステム等の
認証

小　計

合　計(　第１次審査600点　＋　第２次審査600点　)

仕様書

小　計

第
2
次
審
査

企画
提案

提案方針

プロジェクト管理

提案の強調点

追加提案点

運用・保守・研修

プロジェクトにかける意気込みと将来性

第
１
次
審
査

見積
価格

見積書(初期費用）

見積書(ランニング費用）


